
電気製品に欠かせないＥＭＣ技術
　「ＥＭＣ」とは、「Electro Magnetic Compatibility」の略で「電磁
環境両立性」と訳されます。すなわち、電気製品が周辺に出す電磁
ノイズをどれだけ抑えられるかが問われる電磁波妨害（Electro 
Magnetic Interference：ＥＭＩ）と、周辺からの様々な電気的ノイ
ズに耐え正常に動作するかの電磁感受性（Electro Magnetic 
Susceptibility：ＥＭＳ）との両性
能を同時に達成させることです。
　現在、電気製品を世の中に送
り出すには、ほぼ世界中でこのＥ
ＭＣへの適合が求められており、
日本でも家電製品などは電気用
品安全法の中で、感電防止や発
火防止と並んで適合させなけれ
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　技術センターでは、中小企業の皆さんの技術基盤の強化・技術者等の養成・新事業展開に役立てていただくため、各種セミナー・
講習会を開催しています。平成30年度は下表のとおり実施予定です。ぜひご活用ください。
◎詳細は各担当までお尋ねください。当センターのホームページにも掲載しています。https://www.kptc.jp/ 
◎各セミナー等の参加募集は概ね１カ月前にホームページやメールマガジンなどで行います。

平成30年度技術セミナー・講習会のご案内技術
センターから

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp
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　技術センターでは、府内企業のＥＭＣ技術向上を目的にＥＭＣ技術セミナーを開催しています。今年度は、電気製品の開発業務に新たに就か
れた方向けの入門編から、中上級者向けとなる「放射ノイズ測定実習」や「ＥＭＣ対策設計ノウハウ集」など、年間5回の開催を予定しています。

スペクトラムアナライザ取扱い実習 静電気放電試験の実演

電波暗室での電磁ノイズ計測

ＥＭＣ技術セミナー

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気・電子担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

〈参加者の声〉
◉もやっとした部分を分かりやすく説明してもらえてよかった。
◉とても分かりやすかった。仕事上で必要な知識が身についた。
◉学生時の電磁気学の内容のおさらいができた。
◉勉強したことはあっても、いまいち理解できていなかったが、今回
のセミナーで概要をつかむことができた。
◉知らなかった知識を身につけて、今後に生かすことができそう。

メールマガジン「Ｍ＆Ｔ NEWS FLASH」が便利です。（無料）
　当センターのセミナー等の開催については、メールマガジンでお知らせしています。また、(公財)京都産業21、府関連機関等のイベント
や助成金制度等の情報も掲載しています。皆様の情報源としてぜひご活用ください。
お申し込みはこちら
https://www.kptc.jp/p_kankoubutsu/p_mandtnewsflash/p_merumaga_moushikomi/

※開催時期等は予定であり、変更する場合があります。

第1回ＥＭＣ技術セミナー
新たに電気製品の製品開発業務に就かれた方や、改めて学びたい方など向けに実施します。

日　　時 平成30年度６月26日（火）１３：0０～１７：００
会　　場 当センター　５階　研修室
内　　容 「ＥＭＣ入門」
 第1部　製品安全 基礎
 講師　一般社団法人KEC関西電子工業振興センター 試験事業部 EMC・安全技術グループ

安全試験チーム チームリーダー　中山 太介 氏
 内容　製品安全の基礎として、「安全とは？危険とは？」の考え方から始まり、電気用品安全法技術基準の読み解き方

を基に、設計者が考えなければならないことを具体的に学びます。特に、感電の危険及び絶縁の考え方を中心
に、実際の試験項目を交えながら解説いただきます。

 第2部　ＥＭＣ入門編
 講師　一般社団法人KEC関西電子工業振興センター 試験事業部 EMC・安全技術グループ

グループマネージャー　峯松 育弥 氏
 内容　ＥＭＣ規格と規制の概要から基本的な考え方を説明いただき、実際のノイズ計測などＥＭＣ評価方法について

学びます。また、CISPR規格の動向についても紹介いただきます。
受 講 料 無料
定　　員 ５０名
申込方法 当センターのホームページ（https://www.kptc.jp/）からお申込みいただくか、ページ下のお問い合わせ先へご連絡ください。

昨年度の実績と参加者の声
　平成29年度は、「ＥＭＣ入門」「スペクトラムアナライザ取扱実習」
「静電放電試験実演」「電気回路入門」の計４回を開催し、延べ82人
の方が参加されました。

次ページを
ご覧ください
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研究発表会

企業情報化支援セミナー

機器操作講習会

機械設計基礎講座

ものづくり先端技術セミナー

化学技術セミナー

3D技術活用セミナー

EMC技術セミナー

光ものづくりセミナー

ナノ材料応用技術セミナー

食品・バイオ技術セミナー

京都グッドデザイン戦略支援セミナー

映像制作技術講習会

実装技術スキルアップセミナー

マイクロ波・ミリ波セミナー

品質管理（QC）基礎講座・上級講座

機器操作・活用セミナー

新分野進出支援講座

工業技術研修

実践CADセミナー

IoT実習セミナー（前期・後期）

京都大学宇治キャンパス産学交流会

同志社大学・けいはんな産学交流会

けいはんな技術交流会
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機械科コース：37　電気科コース：37　機械科上級コース：30

担　当

本
　所

企画連携課

基盤技術課

応用技術課

中丹技術支援室

けいはんな分室

（各月の数字は開催回数です）平成30年度技術セミナー・講習会開催スケジュール

ばならない技術基準の一つとして規定されています。
　更に、医療用電気機器では、誤動作した際のリスクを考慮し、より
厳しい基準をクリアすることが求められるなど、ＥＭＣ技術の重要
性が高まっています。

ファストトランジェントバースト試験機


